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【はじめに】 近年、Cu(In,Ga)Se2(CIGS)に代わる安心・安全・安価な太陽電池の光吸収層材料として

Cu2SnS3(CTS), SnS, Cu2ZnSnS4などの材料が注目されている。CTS太陽電池は 4.29%[1]の発電効

率が報告されているが、CIGS 太陽電池の効率と比べると未だ低い。この原因の一つとして、プレカーサ

の組成が CTS 薄膜に与える影響について不明な点が多いことが挙げられる。これまで、Cu/Sn 組成比

を制御した CTS 薄膜は、電気特性・光学特性ともに大きな違いが生じるとの報告があり[2]、Cu 過剰・

Sn過剰に起因する異相や欠陥が生じるとCTS太陽電池に重大な影響を与えることが予想される。その

ため、異相や欠陥が生じる原因を明らかにし、減少させるような条件を検討することが重要である。そこ

で我々は、異相の有無、表面状態などの観点よりプレカーサの組成比が CTS薄膜に与える影響につい

て報告する。 

【実験方法】 2元スパッタ法によりソーダライムガラス上にCu-Sn合金

プレカーサを堆積し、硫黄粉末を気化させた雰囲気で硫化を行った。硫

化温度は 400～500℃、硫化時間は 70~100分と変化させた。得られた

CTS薄膜に対し XRD測定、SEM観察及び EDX測定を行った。 

【結果及び考察】 図 1 に Cu/Sn 組成比における CTS 薄膜の表面

SEM 像を示す。Cu 過剰の試料と Sn 過剰の試料ではグレインのサイ

ズに明確な差があることが確認出来る。CIGS薄膜ではCu過剰におい

てグレインサイズが大きくなる事が広く知られており [3]、CTS薄膜にお

いても、Cu-S 系化合物を効果的に利用することで、CTS 薄膜のグレイ

ンの大粒径化が促進されることが示唆される。また、XRD 測定におい

て、Cu過剰の薄膜では僅かに異相のピークが観察されたものの、組成

比による大きな違いは観測されなかった。詳細は当日報告する。 
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図 1: Cu/Sn組成の異なる 

CTS薄膜の表面 SEM像 
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